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埼玉版 （No406） 
 
治安維持法犠牲者 

国家賠償要求同盟    

 埼 玉 県 本 部 
〒330-0063 

さいたま市浦和区高砂 

2-3-10 黒澤ビル３B 

電話 048-824-0094 

振替 00110-7-83245 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大
野 

奈
緒 

 
 

行
田
市 

佐
藤 

香
代 

 
 

岩
槻
区 

渡
辺 

綾
子 

 
 

春
日
部
市 

川
又 

朋
子 

 
 

春
日
部
市 

 

新
加
入
同
盟
員
紹
介 

４
名 

 

参
院
選
挙
が
終
わ
り
、
映
画 

「
わ
が

青
春
つ
き
る
と
も
」
第
二
次
「
上
映
運

動
」が
始
ま
り
ま
し
た
。 

埼
玉
県
で
は
、
選
挙
後
初
め
て
行
わ

れ
た「
越
谷
で
の
上
映
会
」
に
は
、
目
標

を
上
回
る
３
４
０
名
の
方
々
が
入
場
さ

れ
大
き
な
成
功
を
お
さ
め
て
い
ま
す
。 

映
画
を
観
た
方
々
か
ら
は「
戦
争
か

平
和
か
」
が
問
わ
れ
る
こ
の
時
機
に
多

く
の
方
に
観
て
欲
し
い
映
画
・
・
・
。
等
の

感
想
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
県
本
部
に
は
、「
う
ち
の
地
域
は
い

つ
上
映
す
る
の
で
す
か
？
」
な
ど
の
問
い

合
わ
せ
も
来
て
い
ま
す
。 

埼
玉
県
は
７
月
末
現
在
、
既
に
８
会

場
で
２
８
１
３
名
の
入
場
者
を
迎
え
成

功
し
て
い 

ま
す
。
８ 

月
以
降
の 

「
上
映
会
」 

は
下
表
の
様
に 

９
会
場
が 

既
に
計
画 

さ
れ
て
い 

ま
す
。 

埼
玉
県
、 

「
30
ヶ
所 

 

【
個
人
署
名
】  

 
 

 
(

65
筆) 

高
田
哲
郎 

（
小
鹿
野
町
）  

50
筆 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

募
金 

１
０
０
０
円 

日
本
共
産
党
中
部
地
区 

鴻
巣
市
委
員
会 

 

15
筆 

 

署
名
合
計 

 

（ 

７
月
末
現
在
） 

 
 

 
    

 

個
人
署
名 

 
 

２
２
７ 

筆 
 

 
 

 
   

 
 

団
体
署
名 

 
 

 
 

４ 

筆 

た
杉
尾
秀
哉
さ
ん
は「
共
闘
は
間
違
っ
て

い
な
い
。
長
野
で
自
民
党
に
勝
利
し
て
踏

み
と
ど
ま
っ
た
意
義
は
大
き
い
」
と
語
り

ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
国
会
請
願
行
動
で

野
党
議
員
に
紹
介
議
員
と
な
る
事
を
要

請
し
、
共
闘
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
埼
玉
で
の
野
党
共
闘
の
要
に
あ

る
の
が
国
賠
同
盟
で
す
。 

４
、
「
国
賠
同
盟
」
の
自
力
を 

大
き
く
す
る
こ
と 

何
よ
り
も
、
い
ま
求
め
ら
れ
て
い
る
の

は
、
早
期
に
５
百
人
の
会
員
と
県
内
全
域

に
支
部
を
結
成
し
、
県
内
で
大
き
な
影

響
力
を
持
つ
組
織
と
し
て
、
憲
法
を
守
る

問
題
で
も
平
和
の
問
題
で
も
信
頼
と
期

待
に
応
え
ら
れ
る
同
盟
に
発
展
さ
せ
よ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

                      

地
攻
撃
能
力
の
保
有
」「
核
抑
止
力
の
強 

化
」
な
ど
、
と
ん
で
も
な
い
発
言
が
続
い
て

い
ま
す
。
国
賠
同
盟
は
創
立
以
来
「
再
び

戦
争
と
暗
黒
政
治
を
許
さ
な
い
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
闘
っ
て
き
ま
し
た
。
安
保
法
制

を
強
行
し
、
特
定
機
密
保
護
法
や
共
謀

罪
法
を
制
定
し
、
現
代
版
治
安
維
持
法

の
土
台
を
作
っ
た
安
倍
晋
三
元
首
相
の

国
葬
は
絶
対
に
反
対
で
す
。
強
行
に
抗

議
す
る
も
の
で
す
。 

３
、
市
民
と
野
党
の
共
謀
を 

前
進
さ
せ
る
こ
と 

こ
の
こ
と
こ
そ
政
治
を
国
民
が
願
う

方
向
に
転
換
さ
せ
る
確
か
な
道
で
す
。  

参
院
選
で
も
野
党
が
候
補
を
一
本
化
し

た
一
人
区
で
は
、
沖
縄
・
青
森
・
長
野
の

よ
う
に
勝
利
し
ま
し
た
。
長
野
で
勝
利
し 

１
、 

改
憲
勢
力
と
対
決
し
て 

残
念
な
が
ら
選
挙
結
果
は
、
自
・
公

を
は
じ
め
改
憲
勢
力
が
多
数
を
占
め
ま

し
た
。
岸
田
文
雄
首
相
は
選
挙
後
の
会

見
で「
で
き
る
だ
け
早
く
（
改
憲
の
）
発
議

を
し
た
い
」
と
公
言
し
ま
し
た
。
今
こ
そ
、

平
和
と
民
主
主
義
を
守
り
抜
く
国
賠

同
盟
の
真
価
を
発
揮
す
る
と
き
で
す
。 

あ
の
暗
黒
時
代
、
命
が
け
で
闘
い
現
憲

法
の
基
礎
を
築
い
た
先
輩
の
偉
業
を
受

継
ぎ
発
展
さ
せ
、
改
憲
勢
力
の
野
望
を

粉
砕
す
る
闘
い
を
広
げ
よ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。 

２
、 

戦
争
す
る
国
づ
く
り
を 

許
さ
な
い
闘
い
を 

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略

を
口
実
に
、「
軍
事
費
を
２
倍
に
」「
敵
基 

〝
「戦
争
か
平
和
か
」参
院
選
の
結
果
踏
ま
え
て
〟 

コ
ロ
ナ
カ
に
も
負
け
ず
猛
暑
の
な
か
で
の

ご
奮
闘
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

埼
玉
県
本
部
会
長 

 

矢
島 

恒
夫 

第
57
回
県
本
部
総
会
の
開
催 

日
時
： 

８
月
27
日
（
土
）
14
時
～ 

場
所
： 

さ
い
た
ま
共
済
会
館
（浦
和
区
） 

議
題
： 

①
２
０
２
１
年
度
活
動
総
括 

②
２
０
２
２
年
度
活
動
方
針 

➂
決
算
報
告
と
財
政
方
針 

④
県
本
部
役
員
選
出 

⑤
そ
の
他 

 

国
会
請
願
署
名
推
進
コ
ー
ナ
ー 

映画〝わが青春つきるとも〟伊藤千代子の生涯 

    埼玉上映案内      （７月３０日現在） 

●８月１１日（木・祝）熊谷市立文化センター文化会館   
●8月13日（土）蕨市立文化ホールくるる 
●８月１4日（日）狭山市民会館ホール 
●8月20日（土）埼玉教育会館 （埼高教組織内開催） 
●８月26日（金）市民会館いわつき 
●９月10日（土）富士見市立鶴瀬コミュニティセンター 
●９月２4日（土）上尾市コミュニティセンター 
●10月2日（日）戸田市新曽福祉センター大ホール 
●10月2日（日）三郷市文化会館小ホール  

 

 

 

治
安
維
持
法
犠
牲
者
が 

礎
と
な
っ
て
つ
く
っ
た「
日
本 

国
憲
法
」
が
、
戦
後
最
大
の 

危
機
を
迎
え
て
い
る
。
何
と 

し
て
も
９
条
改
憲
を
阻
止
し 

な
く
て
は
な
ら
な
い
▼
岸
田

文
雄
首
相
は
参
院
選
投
開
票
日
の
翌
日
の

記
者
会
見
で
、「
安
倍
元
総
理
の
思
い
を
受

け
継
ぎ
、
特
に
情
熱
を
傾
け
て
こ
ら
れ
た
拉

致
問
題
や
憲
法
改
正
な
ど
、
ご
自
身
の
手
で

果
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
難
題
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
」
と
安
倍
改
憲
継
承
の
決

意
を
述
べ
、
安
倍
氏
を「
世
界
か
ら
愛
さ
れ
た

偉
大
な
リ
ー
ダ
ー
」
と
礼
賛
し
た
。
そ
し
て
、

同
日
の
持
ち
回
り
閣
議
で
は
、
国
民
の
意
思

も
聞
か
ず
に
、
安
倍
氏
に
最
高
位
の
勲
章
の

授
与
や
国
葬
を
行
う
こ
と
を
い
ち
早
く
発
表

し
た
▼
こ
う
し
た「
人
の
死
・
不
幸
を
政
治
的

に
利
用
し
て
目
的
を
達
成
す
る
」
こ
と
は
決

し
て
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。
ま
し
て
、
安

倍
元
首
相
の
政
治
的
立
場
や
政
治
姿
勢
に

対
す
る
評
価
が
大
き
く
分
か
れ
て
い
る
中

で
、
礼
賛
を
推
し
進
め
、
安
倍
改
憲
継
承
を

「
正
当
化
」
す
る
こ
と
は
断
じ
て
許
し
て
は
な

ら
な
い
▼
選
挙
後
の
世
論
調
査
（
共
同
通
信

社
）
で
も
、
国
民
の
改
憲
問
題
の
意
思
は
、
憲

法
改
正
を
「
急
ぐ
べ
き
だ
」
37
・
５
％
に
対

し
、「
急
ぐ
必
要
は
な
い
」
が
58
・
４
％
で
上
回

っ
て
い
る
。「
安
倍
改
憲
の
継
承
」
を
許
さ
な
い

闘
い
を
草
の
根
の
世
論
と
結
ん
で
、
市
民
と

野
党
の
共
闘
を
強
め
よ
う
。「
国
賠
同
盟
」
も

改
憲
阻
止
に
全
力
を
上
げ
ま
す
。
（
池
） 

               

      

            

 

「県
本
部
総
会
」に
ご
参
加
く
だ
さ
い 

 

① 

コ
ロ
ナ
禍
、
第
７
派
の
大
変
な
時
期 

で
す
が
、「
感
染
防
止
対
策
」
を
取
っ
て
、

開
催
す
る
事
に
致
し
ま
し
た
。
体
調
に
は

十
分
気
を
付
け
て
ご
参
加
下
さ
い
。 

② 

総
会
は
、
県
本
部
役
員
（
、
三
役
、 

常
任
理
事
、
理
事
、
監
事
）
と
支
部
選
出

の
代
議
員
、
及
び
点
在
会
員
の「
参
加
希

望
者
」
で
構
成
し
ま
す
。
多
く
の
方
の
参

加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
参
加
者
は

事
前
に
登
録
し
て
下
さ
い
。 

➂ 

「
総
会
議
案
」
送
り
ま
す
。
ご
意
見

等
あ
る
方
は
県
本
部
へお
寄
せ
下
さ
い
。 

 

       
〈
国
会
請
願
三
項
目
〉 

①
国
は
、
治
安
維
持
法
が
人
道
に
反
す
る 

悪
法
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と 

②
国
は
、
治
安
維
持
法
犠
牲
者
に
謝
罪
し 

 

賠
償
を
行
う
こ
と 

③
国
は
、
治
安
維
持
法
に
よ
る
犠
牲
の
実
態

を
調
査
し
、
そ
の
内
容
を
公
表
す
る
こ
と 

 

 

政治家のへのテ

ロ          

 

 

 

 

 

 

 夏
期
募
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

権
田
圭
助
、
村
田
と
き
子
、
佐
藤
俊
也
、
後

藤
晴
雄
、
福
田
紀
子
・
靖
、
白
井
篤
子
、
下

村
茂
・す
み
よ
、
加
納
幸
子
、
高
田
俊
雄
、
菅

原
明
・
韋
子
、
五
十
嵐
孝
弘
、
和
田
義
盛
、

岡
嵜
郁
子
、
鈴
木
千
賀
子
、
鈴
木
三
男
、
阿

部
勝
、
倉
又
孝
夫
、
秦
克
也
、
細
田
仁
、
角

田
晃
信
、
田
中
敏
雄
・
昌
子
、
加
川
義
光
、

小
川
始
、
犬
木
茂
好
、
金
子
敏
江
、
河
村
勝

子
、
阿
津
澤
武
雄
、
内
藤
宗
助
、
中
村
郭

司
、
宮
地
さ
か
枝
、
芝
山
孔
夫
、
大
塚
精

子
、
豊
原
美
代
子
、
清
水
芳
郎
、
大
野
辰

男
、
鯨
井
洪
、
小
池
荘
市
・
三
枝
子
、
安
保

芙
美
子
、
生
澤
壮
介
、
福
田
利
光
・
美
子
、

日
本
共
産
党
東
部
南
地
区
委
員
会
、
以
下

次
号
に
続
く
。  

敬
称
略
・
７
月
末
現
在
） 

  

 

 

映
画
鑑
賞
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
完
成
！ 

  

 
上映風景（越谷市） 

映 

画 

「
わ 

が 

青 

春 

つ 

き 

る 

と 

も 

」 

第
二
次 

「
上
映
運
動
」
成
功
へ
・・・ 

５
千
人
」
の
目
標
達
成
に
向
け
、
更
に

運
動
を
広
げ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。 

そ
の
中
で
、
同
盟
の
会
員
拡
大
・
支
部

建
設
を
必
ず
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

 

 

20 頁、頒価 700 円 
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経
て
大
宮
郷
に
入
る
。
こ
こ
で
は
田
代
栄

助
ら
が
い
る
秩
父
郡
役
所
を
警
備
。 

 

三
日
、
乙
隊
に
属
し
て
皆
野
村
に
進

み
、
親
鼻
の
渡
し
場
を
守
備
す
る
が
、
四

日
に
は
本
野
上
か
ら
出
牛
峠
を
越
え
て
児

玉
に
向
か
い
、
深
夜
に
金
屋
で
東
京
鎮
台

兵
と
銃
撃
戦
を
交
え
る
。
駅
蔵
は
そ
の
時

の
状
況
を
訊
問
調
書
で
こ
う
述
べ
て
い
る
。 

 

「
味
方
が
一
発
撃
つ
う
ち
、
敵
の
弾
丸

二
十
発
も
飛
ん
で
く
る
に
付
き
進
み
か
ね

て
い
る
と
、
敵
の
弾
丸
先
に
進
め
勧
め
と

指
揮
し
た
る
隊
長
分
に
当
た
り
た
ち
ま
ち

人
家
の
戸
の
傍
に
倒
れ
た
る
」 

 

銃
撃
戦
は
約
一
時
間
で
終
わ
り
、
そ
の

後
白
兵
戦
と
な
っ
た
。
困
民
党
側
は
六
名

が
戦
死
、
そ
の
後
仮
病
院
で
六
名
が
亡
く

な
っ
た
。
駅
蔵
は
逃
走
し
、
五
日
朝
自
宅
に

帰
り
、
一
三
日
自
首
。 

 

明
治
一
八
年
一
月
、
浦
和
重
罪
裁
判

所
は
駅
蔵
に
軽
懲
役
六
年
六
か
月
の
判
決

を
言
い
渡
し
た
。
二
年
後
の
一
二
月
二
四

日
、
浦
和
監
獄
で
獄
死
。
享
年
四
九
歳
だ

っ
た
。 

 

高
岸
家
の
墓
碑
の
墓
誌
に
は
駅
蔵
の
息

子
の
代
か
ら
の
名
が
記
さ
れ
て
い
て
、
駅
蔵

の
名
は
な
い
。
駅
蔵
の
遺
骨
は
さ
い
た
ま
市

浦
和
区
の
更
生
園
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。 

 【
交
通
】西
武
秩
父
駅
よ
り
吉
田
元
気
村

行
き
バ
ス
で
万
年
橋
下
車 

           

  

  

 

       

 

 

鯨
井
洪 
画
〝
広
島
・
長
崎
〟
を
展
示 

毎
年
近
く
の
小
中
学
校
に
申
し
入
れ
、
チ

ラ
シ
で
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
る
大
宮
「
原
爆

と
人
間
展
」
は
、
８
月
１
日
～
７
日
ま
で
大
宮

図
書
館
展
示
ス
ペ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
例
年
の
よ

う
に
親
子
連
れ
の
参
加
も
目
立
ち
ま
し
た
。 

展
示
ス
ペ
ー
ス
に
は
、 

核
兵
器
禁
止
条
約 

次
郎
吉
が
阿
熊
村
彦
久
保
耕
地
の
彦
久

保
家
か
ら
、
同
村
守
岩
耕
地
の
守
岩
金
重

郎
家
に
養
子
に
入
っ
た
の
は
、
明
治
一
五
年

で
一
八
歳
の
時
で
あ
る
。
だ
か
ら
彦
久
保
次

郎
吉
と
も
、
守
岩
次
郎
吉
と
も
い
わ
れ
た
。 

 

次
郎
吉
の
調
書
に
よ
れ
ば
、
明
治
一
七

年
八
月
中
の
困
民
党
集
会
に
参
加
し
た
と

あ
る
。
八
月
と
い
え
ば
、
高
岸
善
吉
・
坂
本

宗
作
・
落
合
寅
市
ら
が
盛
ん
に
山
林
集
会

を
開
催
し
た
時
期
で
あ
る
。
次
郎
吉
は
早
い

段
階
か
ら
困
民
党
活
動
に
加
わ
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。 

八
月
下
旬
、
上
州
の
自
由
党
員
小
柏
常

次
郎
、
島
崎
周
作
が
守
岩
次
郎
吉
宅
を
訪

れ
て
困
民
集
合
の
様
子
を
尋
ね
た
。
次
郎
吉

は
頭
取
の
者
を
呼
び
寄
せ
る
か
ら
村
上
泰

治
宅
で
待
っ
て
い
て
く
れ
と
答
え
た
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
    

 

 

 

 

の
壮
絶
な
た
た
か
い
や
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
、「
聞

け
わ
だ
つ
み
の
声
」
。
中
で
も
日
本
国
内
で
苛
烈
な
弾
圧
（
治

安
維
持
法
）
に
死
を
賭
し
て
た
た
か
っ
た
共
産
党
の
先
輩
た

ち
が
い
た
こ
と
を
知
り
、
多
感
な
青
年
だ
っ
た
私
は
以
後
今

日
ま
で
、「
共
産
党
い
の
ち
」
人
間
に
変
身
し
た
の
で
し
た
。 

 

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
期
に「
攻
め
込
ま
れ
た
ら
ど

う
す
る
」
と
い
う
不
安
に
乗
じ
た「
戦
争
を
す
る
国
」
へ
の
プ
ロ

パ
ガ
ン
ダ
に
対
し「
命
が
け
で
戦
争
を
回
避
す
る
た
た
か
い
」

が
今
ま
さ
に
開
始
さ
れ
る
大
事
な
歴
史
的
な
任
務
が
私
た

ち
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

卒
寿
を
迎
え
た
が
、
跡
を
継
ぐ
同
志
た
ち
の
足
手
ま
と
い

に
な
ら
ず
、
命
あ
る
限
り
憲
法
九
条
を
守
る
た
た
か
い
の
一

員
と
し
て
頑
張
り
た
い
。 

  

私も 
一言 

第
11
回

守
岩
次
郎
吉
の
墓
碑 

 
 

篠
田 

健
一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【交通】西武秩父駅より「吉田元気

村」行のバスで「龍勢会館」下車、

清泉寺の墓地へ徒歩 10 分。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秩父事件 
墓碑探訪 

命
あ
る
限
り 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
金 

正
三 

 

（
さ
い
た
ま
市
北
区
） 

 
 

 
 

 
憲
法9

条
を
生
か
し
た
平
和
外
交
を
今
こ
そ
‼ 

埼
玉
母
親
大
会
連
絡
会 

代
表
委
員 

 

川
上 

豊
子 

 

 
 
    

 
 

民
主
青
年
同
盟
埼
玉
県
委
員
長 

小
山 

森
也 

 
 
 
 

 

 

短  

歌 

安
倍
元
首
相
の
狙
撃
事
件
知
り
言
論
で
勝
ち

た
き
も
の
と
切
に
思
い
き 

 

穀
物
輸
出
約
束
や
ぶ
る
プ
ー
チ
ン
よ 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
ま
た
世
界
は
な
げ
く 

川
口
市 

 
 

宮
地 

さ
か
枝 

俳  

句 

八
月
の
朝
静
け
さ
音
一
つ
な
し 

涼
風
や
我
が
胸
の
猫
大
あ
く
び 

春
日
部
市 

  

浅
子 

薫
衣 

秋
灯
高
く
暗
き
時
代
の
先
を
観
る 

秋
の
天
改
憲
抑
への
気
満
ち
よ 

さ
い
た
ま
市  

小
池  

荘
市 

我
が
家
に
も
ひ
ま
わ
り
咲
く
や
酔
い
す
す
む 

行
田
市 

  
 

大
野 

辰
男 

川 

柳 

金
持
の
願
い
に
叶
う
聞
く
力 

モ
リ
カ
ケ
桜
水
に
流
し
て
や
る
葬
儀 

春
日
部
市 

  

福
家 

駿
吉 

 

                                          

 

私
は
七
十
七
年
前
、
東
京
大
空
襲
被
災
の
生
き
残
り
で

す
。
兄
は
家
長
と
し
て
延
焼
防
止
に
残
り
江
東
区
の
堀
に

入
水
、
バ
ケ
ツ
を
カ
ブ
リ
水
面
を
な
め
る
火
災
を
防
ぎ
九
死

に
一
生
を
得
て
助
か
っ
た
。
兄
は
さ
ま
よ
い
歩
く
中
、
深
川

森
下
町
で
は
黒
焦
げ
の
死
体
が
山
を
な
し
、
中
央
区
浜
町
の

明
治
座
か
ら
数
千
人
の
避
難
者
が
焼
け
る
黒
煙
を
見
な
が

ら
、
私
た
ち
家
族
が
逃
げ
た
両
国
駅
前
の
立
ち
退
き
跡
地

で
再
会
、
抱
き
合
っ
た
。 

こ
ん
な
悲
惨
な
体
験
を
し
な
が
ら
、
私
は
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ

キ
が
あ
っ
て
も
、
八
月
十
五
日
の「
玉
音
放
送
」
が
あ
る
ま
で

「
神
風
が
吹
い
て
日
本
は
必
ず
勝
つ
」
と
信
じ
込
ま
さ
れ
て
、

宮
城
前
の
玉
砂
利
を
握
り
天
皇
陛
下
に
謝
っ
た
軍
国
少
年

だ
っ
た
。 

戦
後
、
大
本
営
発
表
の
嘘
。
中
国
、
朝
鮮
で
の
日
帝
反
対 

    
    
   
    
   
   

 

こ
の
日
、
常
次
郎
ら
は
次
郎
吉
の
と
こ

ろ
に
宿
泊
し
た
。
翌
々
日
、
次
郎
吉
は
新

井
悌
次
郎
・
落
合
寅
市
・
坂
本
宗
作
・
高

岸
善
吉
の
四
名
を
下
日
野
沢
村
の
重
木

の「
駕
籠
屋
」
に
案
内
し
、
村
上
家
に
い
る

常
次
郎
と
周
作
を
迎
え
に
行
く
。
高
岸

ら
は
常
次
郎
に
困
民
を
救
う
た
め
尽
力

願
い
た
い
と
迫
る
。
こ
れ
に
対
し
て
常
次

郎
は
、
困
民
を
助
け
た
い
と
い
う
精
神
な

ら
ば
、
妻
子
家
財
は
も
ち
ろ
ん
、
身
命
を

捨
て
る
覚
悟
が
な
け
れ
ば
成
り
が
た
い
と

説
く
。
善
吉
ら
四
名
は
も
ち
ろ
ん
そ
の
覚

悟
は
で
き
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
こ

で
は
常
次
郎
の
同
意
は
得
ら
れ
ず
、
善
吉

ら
は
常
次
郎
を
加
藤
織
平
宅
に
案
内
す

る
。
織
平
宅
で
善
吉
た
ち
は
織
平
と
常

次
郎
の
尽
力
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

れ
は
秩
父
側
と
上
州
側
と
を
結
び
つ
け

る
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

を
仲
介
し
た
の
が
次
郎
吉
で
あ
る
。 

次
郎
吉
は
一
一
月
一
日
椋
神
社
に
集

結
し
、
井
上
伝
蔵
か
ら
短
刀
を
受
け
取

り
弾
薬
方
と
な
り
、
小
鹿
野
、
大
宮
郷
、

皆
野
村
、
群
馬
・
長
野
と「
終
始
三
十
有

余
名
の
人
夫
を
指
示
し
」
弾
薬
や
食
料

等
を
運
搬
し
た
。 

一
一
月
九
日
の
信
州
東
馬
流
の
戦
闘

後
、
山
中
谷
に
戻
り
、
一
一
月
一
一
日

楢
原
村
で
逮
捕
さ
れ
た
。
一
二
月
一
八

日
、
前
橋
重
罪
裁
判
所
か
ら
軽
懲
役
七

年
の
判
決
を
受
け
、
岩
鼻
監
獄
に
入
獄

し
て
獄
死
し
た
。
享
年
二
二
歳
。 

 

第
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回 

 

原
爆
と
人
間
展 

批
准
国
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
核
廃
絶
の
世
界
の

運
動
が
良
く
解
り
ま
す
。 

広
島
の
高
校
生
が
描
い
た「
原
爆
の
絵
」
に
は

何
時
も
引
き
付
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は

同
盟
の
県
役
員
で
画
家
の
鯨
井
洪
さ
ん
が
描
い

た「
広
島
・
長
崎
」
４
点
が
特
別
に
展
示
さ
れ
、

周
囲
を
圧
倒
し
て
い
ま
し
た
。 

研
修
室
を
使
っ
て
の
企
画
も
魅
力
的
で
、
映

画
や
紙
芝
居
、
１
日
は
、「
わ
た
し
た
ち
の
情

熱
・
平
和
願
う
」
が
語
ら
れ
、
４
日
に
は
、
被
爆

者
体
験
も
聞
け
ま
し
た
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
鯨井洪画 「長崎・広島」 4作品  

 
 
 
 

 
 

    
    
   
    
   
    
    
   

    
   

核
廃
絶
運
動
を
草
の
根
か
ら
広
げ

日
本
政
府
は
条
約
へ
の
参
加
を
！ 

 

今
年
も「
世
界
大
会
」
成
功
に
向
け

平
和
行
進
が
全
国
各
地
で
行
わ
れ
た
。 

平
和
行
進
は
１
９
５
８
年
６
月
20

日
、
ヒ
ロ
シ
マ
の
原
爆
記
念
碑
の
前
か
ら

８
月
に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
第
４
回
原

水
爆
禁
止
世
界
大
会
に
向
け
て「
地
球

上
か
ら
核
兵
器
を
追
放
す
る
こ
と
を

国
民
に
呼
び
か
け
る
」
た
め
に
日
本
山

妙
法
寺
の
故
西
本
敦
上
人
の
呼
び
か

け
で
、
同
寺
の
僧
が
中
心
に
歩
い
た
こ

と
が
始
ま
り
、
翌
59
年
に
は
、
世
界
大

会
が
開
か
れ
る
広
島
に
向
け
て
東
京
・

沖
縄
・
新
潟
か
ら
行
進
が
行
わ
れ
、
以

来
毎
年
続
け
ら
れ
て
る
。 

あ
れ
か
ら
、
64
年
・
・
・
・
、
こ
う
し
た

日
本
の
被
爆
者
を
は
じ
め「
核
兵
器
の

な
い
世
界
」
を
求
め
る
世
界
各
国
と
市

民
社
会
の
多
年
に
わ
た
る
共
同
の
と
り

く
み
が
、
つ
い
に
、
２
０
１
７
年
に
は
、
人

類
史
上
初
の 

核
兵
器
禁
止
条
約
の
採 

択
に
結
実
さ
れ
、
現
在
、
そ
の
締
約
国

が
66
カ
国
と
な
っ
た
。
ま
た
、
今
年
６
月

の
核
兵
器
禁
止
条
約
第
１
回
締
約
国
会

議
に
は
、
米
国
の
同
盟
国
も
含
め
34
カ

国
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
出
席
し
た
。 

唯
一
の
戦
争
被
爆
国
で
あ
る
日
本
が

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
す
ら
し
な
か
っ
た
こ

と
は
、
大
き
な
失
望
と
批
判
を
よ
ん
だ

が
、
日
本
政
府
は
、
核
抑
止
論
の
呪
縛

に
縛
ら
れ
て
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に
背

を
向
け
続
け
る
恥
ず
べ
き
態
度
を
根
本

か
ら
転
換
し
、
条
約
へ
の
参
加
を
行
う
こ

と
を
強
く
求
め
た
い
。 

 

地
元
、
埼
玉
県
で
は
、
今
年
も
、
旧

自
治
体
を
含
め
、
全
自
治
体
を
網
羅

す
る「
コ
ー
ス
」
が
組
ま
れ
、
元
気
よ
く

「
平
和
行
進
」等
が
行
わ
れ
た
。 

    

写真は、さいたま市北区の「平和行進」の模様 












